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  直径 2–10 nmの半導体や炭素材料から成る量子ドットは、色純度が高く強い発光を示すことからディ

スプレイ材料などとしての応用が期待されているほか、近年は太陽電池の増感色素としても用いられて

いる。量子ドットのフェルミ準位は粒子サイズによって変化することから、その化学的組成を変えずと

も発光色や励起状態のエネルギー制御ができることも魅力的な点である。しかしながら、一般にその合

成には 250°Cを超える反応温度が用いられる。そこで本研究では、マイクロ波合成に着目した。金属原

子やイオンは誘電損失係数が大きく、その周辺では局所的に反応が活性化することから、金属錯体のマ

イクロ波合成が広く行われている。それゆえ無機半導体量子ドットの合成においても威力を発揮すると

期待されるが、これまで行われてきた量子ドットのマイクロ波合成 1)では、加圧条件で実施されている

例など、系統的な知見は得られていない。そこで、青色発光を示す CdS量子ドットのワンポットマイク

ロ波合成について検討した。 
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